
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年８月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３仙第２４号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２５年４月１日（月） ０８時４７分ごろ 

発生場所 青森県八戸市八戸港フェリー岸壁 

 八戸港八太郎東防波堤灯台から真方位２３８°７７０ｍ付近 

 （概位 北緯４０°３２.９′ 東経１４１°３０.４′） 

事故等調査の経過  平成２５年５月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 シルバープリンセス、１０,５３６トン 

 １４１６０８、川崎近海汽船株式会社（以下「Ａ社」という。） 

 乗組員等に関する情報 船長、二級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船尾部を凹損 

岸壁 なし 

 事故等の経過  本船は、船長ほか１９人が乗り組み、旅客１０３人を乗せ、車両８

１台を積載し、船首約４.１５ｍ、船尾約５.７５ｍの喫水により、平

成２５年４月１日０８時４５分ごろ八戸港フェリー岸壁で離岸作業を

開始した。 

 本船は、船長が、風の影響に注意しながら、操船を行っていたとこ

ろ、右舷方からの予期しない潮流に圧流され、機関、舵及びスラスタ

ーを使用したものの、０８時４７分ごろ左舷船尾部が八戸港フェリー

岸壁に衝突した。 

 本船は、本事故直後、船体に浸水及び油の流出がないこと、旅客に

負傷者がいないこと、及び積載車両に損傷がないことを確認した後、

０８時４９分ごろ北海道苫小牧市苫小牧港に向けて出港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風速 約１２.０m/s 

海象：潮汐 下げ潮の中央期 

 その他の事項  Ａ社の八戸港における出港中止基準は、風速約２０m/s であった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、八戸港フェリー岸壁で離岸作業中、右舷方からの風潮流に

圧流されたことから、左舷船尾部が同岸壁に衝突したものと考えられ

る。 



 

原因  本事故は、本船が、八戸港フェリー岸壁で離岸作業中、右舷方から

の風潮流に圧流されたため、左舷船尾部が同岸壁に衝突したことによ

り発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・出港中止基準以下の風速であったとしても、風潮流の影響を勘案

して離岸の時機を選定することが望ましい。 

 


